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今回の地震による津波について



2

津波発生・津波警報の概要

出典：気象庁

2025年12月青森県東方沖地震 2026年4月三陸沖地震

2026年三陸沖地震2025年青森県東方沖地震項目

Mw7.4 (Mj 7.7)Mw 7.4 (Mj 7.5)地震の規模

満潮干潮潮位

地震発生から約7時間地震発生から約7時間津波注意報解除

久慈港 0.8 m久慈港 0.7 m最大津波高

第1波目第5波目最大波

久慈港

久慈港
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津波観測状況

6:20 注意報解除

23:45 注意報解除16:53 地震発生

23:15 地震発生

第1波が最大波

第5波が最大波 減少傾向

減少傾向

2025年12月
青森県東方沖地震

2026年4月三陸沖地震

出典：気象庁

両方とも地震発生から約7時間後、
津波注意報が解除された。
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2026年4月三陸沖地震

最大波高分布（国土地理院断層モデル）

2025年12月青森県東方沖地震

津波シミュレーション：津波最大波高分布

最大波高分布（岡田先生提供断層モデル）
Chengら(2026) Scientific Reports（投稿中）
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津波シミュレーション：久慈港での津波波形

第1波と後続波の周期がおよそ再現できているが、
特に第2波以降の振幅が過小評価

久慈港（衛星画像）

津波波形の比較（観測と計算）
黒：観測波形 / 赤：計算波形（USGS）/青：計算波形（国土地理院）

沿岸防御施設は地形データに存在していない
久慈港

（135mメッシュ）
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津波シミュレーション：津波伝播（全体の様子）

沿岸部では高いところで、最大1ｍ程度の津波高

アメリカ地質調査所（USGS）
のFinite faultモデルを使用

沿岸部の最大波高
（東西方向）

沿岸部の最大波高
（南北方向）

このCGで津波が直接三陸沿岸に伝播すること以外に、
襟裳岬に集中することや、仙台平野に入ってくる様子も確認できた。
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津波シミュレーション：最大波高の分布

高い津波が三陸沿岸部（北部）に集中している。
他には襟裳岬、仙台平野南部も確認されている。

アメリカ地質調査所（USGS）
のFinite faultモデルを使用

沿岸部の最大波高
（東西方向）

沿岸部の最大波高
（南北方向）

襟裳岬三陸沿岸

三
陸

沿
岸

仙
台

平
野



津波シミュレーション：最大波高の分布
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高い津波が三陸沿岸部（北部）に集中している。

久慈港



津波の多重反射：高い津波が長く継続する

水深 300m
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第一波が陸棚にぶつかり、その後は水深300m
までの範囲で、しばらく跳ね返っている。
過去にも数値実験でも同様な現象が見られた。
越村(2002), Koshimura et al. (2001)

下図の断面

津波がこの海域で
⾧く継続している



変更前

変更後

津波の多重反射：2024年能登半島地震津波の事例
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水深200ｍ
に変更

水深200ｍ
に変更

2024年能登半島地震でも
同様な現象が発生した。
津波が水深が深いところ
から浅いところに曲がり
（屈折）、飯田湾に津波
が集中し、大きな浸水を
及ぼした。その現象を検
証・可視化する為、地形
データを変更（全部同じ
水深）し、津波の伝播特
性を確認した。
引用：Kikutaら2026（投稿中）

変更地形は200ｍ以深
を200ｍに変更した

飯田湾飯田湾

水深 200m
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津波の多重反射：2024年能登半島地震津波の事例

元の地形データ 変更地形データ
（200ｍ以深を200ｍにした地形データ）

変更地形データでは第2波以降、飯田湾に集中しなくなる。

飯田湾 飯田湾
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まとめ

津波の「高さ」についての特徴

• 最大0.8mの津波は久慈港で観測された。（去年12月の地震と同じ程度）

• 震源と久慈港の位置関係で最大波が第1波だった。（去年12月の地震では第5波だった）

• 地震発生時は満潮だが、目立った津波による養殖施設の被害が見られなかった。

津波の「波形・時間」についての特徴

• 陸棚の影響で高い津波が⾧く継続された。（去年12月の地震と同じ程度）

• 地震発生から約7時間後、津波注意報が解除された。（去年12月の地震と同じ程度）
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去年に開催された速報会の関連論文


